
応募要項 

 

１．公募件名 

   令和６年度空調設備維持管理業務の請負 

 

２．応募条件 

令和６年４月１日（月）午前０時より、所在地において空調設備の稼働を

管理し、日常の使用に支障がないよう簡易な設定変更ほか、総合的な保守点

検業務や遠隔監視による設備監視を提供できること。 

 

３．請負内容 

   別添「仕様書」のとおり 

   

４．応募提出書類 

 (1) 応募表明書（様式適宜） 

    ①所在地住所 

    ②申請者の企業・団体名の名称等 

    ③代表者役職 氏名  

    ④連絡先担当者の所属部署、氏名（ふりがなを記入）、電話番号、E-mail

アドレス 

（2）社内体制（事務所所在地、保守業務従事者の配置、監視体制など）が

分かる資料（適宜様式） 

(3) 下見積書（積算内訳） 

(4) 競争参加資格審査結果通知の写し 

 

５．応募書類提出先 

〒790-8795 愛媛県松山市味酒町２丁目１４－４ 

   四国総合通信局 総務部総務課財務室 資材係 

電話：089-936-5026  

E-mail:shikoku-shizai@ml.soumu.go.jp 

提出方法：手交、郵送、メールのいずれも可 

 

６．問い合わせ先 

   四国総合通信局 総務部総務課財務室 資材係 

   電話：089-936-5026 

   E-mail:shikoku-shizai@ml.soumu.go.jp 



７．審査結果の通知等 

   審査結果の通知は、審査終了後申請者に対して電話、若しくは E-mailの

いずれかの方法により通知します。 

 

８．その他 

 (1) 受理した応募提出書類は返却いたしませんので、予めご了承くださ

い。ただし、機密保持は、十分配慮いたします。 

(2) 応募提出資料の作成費用は、支払いいたしません。 

(3) 応募提出資料は、日本語にて記載されたものとする。 

(4) 提出された応募書類に対して、質問した場合には真摯に応じること。 

 

 



仕 様 書 

１ 件  名 

令和６年度空調設備維持管理業務の請負 

２ 業務概要 

四国総合通信局庁舎に設置する空調設備の稼働を管理するとともに、日常の使

用に支障がないよう簡易な設定変更のほか、総合的な保守点検業務や遠隔監視に

よる設備監視を行うことを目的とする。 

３ 設備の所在地、対象設備 

所 在 地：愛媛県松山市味酒町２丁目１４－４ 四国総合通信局 

対象設備：中央管制装置、モジュラー型チラー、空調設備 

４ 請負期間 

令和６年４月１日（月）から令和７年３月３１日（月）まで 

５ 担当部署 

四国総合通信局総務課財務室（以下「主管室」という。） 

電話番号：資材係 ０８９－９３６－５０２６ 

メールアドレス： shikoku-shizai@ml.soumu.go.jp

６ 業務内容 

(1) 点検及び保守業務

本業務は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築保全業務共通仕様

書令和５年版」（令和5年3月30日）（以下｢共通仕様書｣という。）に記載する

該当項目及び本仕様書に基づき業務を行う。 

また、「共通仕様書」とは別に本仕様書に記載する設備は、本仕様書を優先す

るものとする。 

なお、本仕様書の記載設備が、現に四国総合通信局で有する設備数量等と

相違する場合は、現に有する設備により点検及び保守を行うこととする。 

本業務において、共通仕様書及び本仕様書に記載のないものであっても、

維持管理の遂行上支障をきたすおそれがあると判断される事項については実

施するものとする。 

点検等により発見した要修理箇所等は、直ちに主管室に報告するとともに、

適切な意見具申を行うこととする。 

(2) 運転及び保守にかかる監視業務等

契約後、２ヶ月以内に、本設備に係る点検をすべて行う事から始めること。

また、点検や保守において必要となる消耗品は、請負者側において準備する

こと。 

ア 空調設備については、定期的な点検以外にも稼働状況の把握が行え るよう、

遠方監視を併用した体制強化により設備が適切に稼働することにつとめるこ

別添
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と。遠方監視による設備管理項目は、「別紙１」のとおり。 

イ 落札事業者は、主管室から設備の運転状況・運転方法・構造等に関して質問

があった場合は、適切な助言・報告等を迅速に行うものとする。 

ウ 定められた記録用紙に保守点検等の運転状況等を記録し、主管室に提出す

る。 

エ 機器の故障等の緊急事態が発生した場合、速やかに主管室に報告し、指示を

受けるものとする。 

オ 請負者は、火災・自然災害などの緊急時に対応するため、主管室と十分な協

議のもと、庁舎設備の被災状況や設備の継続使用の可否にかかる判断を早期に

行うための体制・実施可能範囲を明確にしたマニュアル等の資料を作成し、主

管室に提出し事前に了承を得ておくこと。また、実際の対応においては、必要

に応じて警察署、消防署、保健所等の関係機関及び庁舎内の委託業者と連携し

対処すること。 

(3) 中央管制装置の保守      

 ア 保守対象設備 

アズビル(株)製スマートスクリーン 

(ｱ)ＢＣＹ２２１０ 

(ｲ)プリンタ－

イ 保守内容 

(ｱ)点検整備内容及び点検周期は「別紙２」による。 

(ｲ)故障の際は技術員を派遣し、点検調整を行う。 

(ｳ)作業終了後報告書を提出し承認を得る。 

ウ 中央管制装置と連動している以下の機器の制御動作の点検を行うこととし、 

点検項目の詳細は「別紙３」を参照のこと。 

(ｱ)熱源制御 １台 

(ｲ)空調機 ４台 
(4) モジュール型チラーの保守 

ア 空気熱源ヒートポンプユニットの点検 

「共通仕様書」第２編第４章に従い、次のとおり圧縮機関係、空気熱交

関係、冷温水熱交冷却水熱交、冷媒回路関係の点検を年３回行う。 

イ 保守対象設備 

(ｱ)系統名 ＡＨＰ－１・ＡＨＰ－２ 

(ｲ)機器型式 ＲＵＡ－ＳＰ２４３ＨＫ１ 

ウ 保守内容 

(ｱ)運転前確認 外観点検、ビス緩み確認、絶縁測定、冷媒洩れ確認 

(ｲ)圧縮機関係 異常音・振動・異常過熱確認、クランクケースヒーター確認 

(ｳ)空気熱交関係 コイル目詰り、汚れ、洗浄良否判定 

(ｴ)送風機関係 ファンモーター異常音、振動確認 

(ｵ)冷温水熱交 異常水圧、汚れ、洗浄要否判定 

(ｶ)冷却水熱交 異常水圧、汚れ、洗浄要否判定 

(ｷ)冷媒回路関係 フィルタードライヤ、膨張弁（四方弁）、冷媒系各部温度

確認 

(ｸ)温度センサ関係 交換要否判定 



(ｹ)圧力センサ関係 交換要否判定 

(ｺ)制御関係 設定値確認、調整 

(ｻ)電装品関係 マグネット、各電圧・電流、配線の緩み、過熱、端子の接触

確認 

(ｼ)冷温水回路関係 ポンプ異常音・振動・エアがみ無きことの確認 

(ｽ)運転時間確認 

(ｾ)発停回数確認 

(ｿ)アラート履歴確認 アラート履歴から異常な運転をおこなわれたことが無

いか確認 

(ﾀ)運転パターン確認 適正な運転パターンで運用されているかチェック 

(ﾁ)温度設定・温度差設定確認 

(ﾂ)運転状態の確認 点検時の圧力・温度・運転容量・送風機段数等のデータ

にて良否判定 

(5) 空調設備 

ア 一般管理業務 

(ｱ)請負者は、監督職員と協議した業務日誌・点検記録表を作成し、作業実施

時には提出する。 

(ｲ)請負者は、官庁検査や委託者が別に発注する庁舎設備定期点検等の維持管

理及び改修工事等において、主管室から要請があった場合は、助言、立ち

会い補助・報告を行うものとする。 

(ｳ)次に挙げる軽微な修繕は、空調管理に影響を与える作業であることから、

請負者が行うものとする。修繕にかかる人件費等の費用は、交換部品を除

き、契約代金に含まれるものとする。作業実施は、主管室と調整し実施す

ること。 

Ａ 空調等設備の破損及び故障に関するもの 

Ｂ 建具等の修理（扉、枠、窓、ブラインド、丁番、フロアレンジ、鍵、

握り玉、ドアクローザー、とあたり、フランス落とし、戸車、レール

等） 

(ｴ)請負者は、管理に必要な書類等の整理・保管を行うものとする。 

(ｵ)請負者は、廃棄物管理以外でも契約事項に著しい環境側面の登録簿、法規

制の登録簿を作成し,作業内容の有益な環境側面表リストを作成するものと

する。 

イ 点検及び保守業務 

(ｱ)屋上、バルコニーの配水管が詰まることの無いよう、ルーフドレインまわ 

りのゴミ（枯葉当）は、点検等で四国総合通信局に訪問した際は、状況を確

認し、取り除くこと。特に台風などの前後は点検を行うものとする。 

(ｲ)空調換気設備点検及びエアフィルターの洗浄・交換 

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則」の特定建築

物には該当しないが、「共通仕様書」第２編第４章に従い、次のとおり空調

機・各種ポンプ・ファンコイルユニット等の点検整備、エアフィルターの洗

浄・交換作業を行う。 

ウ 点検整備 

空調設備は、「別紙４」を対象とする。 



(ｱ)空調機。 

(ｲ)空冷パッケージエアコン「室内機、室外機（年１回室外機洗浄含）」 

(ｳ)ビル用マルチ型パッケージ「室内機、室外機（室外機洗浄含）及び第一

種特定製品（フロン排出抑制法に基づく）」 

(ｴ)ファン類「排気ファン、消音ボックス付送風機」 

(ｵ)全熱交換ユニット「全熱交換器」 

(ｶ)ポンプ類「冷温水ポンプ」 

Ａ フィルター洗浄作業 

・空調機プレフィルター：空調機 

・空冷パッケージエアコン：室内機 

・ビルマルチ用プレフィルター：室内機 

・全熱交換ユニット：全熱交換器 

Ｂ フィルター交換作業 

・空調機用中性能フィルタ，プレフィルター（フィルター材含む） 

 

７ 納入成果物 

点検結果等の報告は、随時実施することとするが、共通仕様及び本仕様に基

づく、要件を満足する様式にて報告すること。 

なお、３月３１日までに契約期間内の点検結果をまとめ、納入成果物として納品

すること。 

主管室と協議の上、納入方法について取り決めた方法で実施すること。 

 
８ 点検結果等の納入場所 

愛媛県松山市味酒町２丁目１４－４ 

四国総合通信局 総務部総務課財務室 

 

９ 情報セキュリティ対策 

(1) 請負者の組織及び体制 

庁舎に係るセキュリティ及び個人情報を含む情報の保護が確保されるよう、

教育及び実施体制が社内に整備されていること。 

(2) セキュリティ対策の履行が不十分である場合の対処 

本仕様書に係る業務の遂行における庁舎に係るセキュリティ及び情報の保

護対策の履行が不十分である可能性を主管室が認める場合には、請負者は、

主管課の求めに応じ協議を行い、必要な対策を行うこと。 

(3) 情報の保護 

ア 本調達に係る業務を実施するために主管室から提供する情報については、

別添「情報保護・管理要領」に従い、十分な管理を行うこと。 

イ 提供をうけた情報を主管室の承認なく外部へ持ち出してはならない。 

(4) 秘密の保持 

ア 請負者は本調達に係る業務の遂行に際して、主管課が開示した情報（公

知の情報等を除く。以下同じ。）及び業務遂行過程で生じた納入成果物に関

する情報を本契約の目的以外に使用、又は第三者に開示、もしくは漏洩し

てはならないものとし、そのために必要な措置を講じること。 



なお、当該情報等を本契約以外の目的に使用又は第三者に開示する必要

がある場合には、事前に主管室の承認を得ること。 

イ 請負者は本調達に係る業務の遂行に際して、主管室が貸与した情報は、

滅 失及び毀損のないよう取り扱うこととし、業務完了の都度、速やかに

主管室に返却もしくは指定された場所に収納すること。 

 

10 知的財産権等 

(1) 本契約履行過程で生じた、著作権法第２７条及び第２８条に定める権利を含

む すべての著作権及びノウハウ（営業秘密）は総務省に帰属し、総務省が独

占的に使用するものとする。ただし、請負者は、本契約履行過程で生じた著作

権又はノウハウ（営業秘密）を自ら又は第三者に行使させる場合は、総務省と

別に定める使用契約を締結するものとする。 

なお、請負者は総務省に対し、一切の著作者人格権を行使しないこととし、

また第三者にも行使させないものとする。 

(2) 納入成果物に第三者が権利を有する著作物（以下「既存著作物」という。）

が含まれている場合は、総務省が特に使用を指示した場合を除き、当該著作

物の使用に必要な費用の負担及び使用承諾契約にかかわる一切の手続を行う

こと。この場合、請負者は当該契約等の内容について事前に総務省の承諾を

得ることとし総務省は既存著作物について当該許諾条件の範囲内で使用する

ものとする。 

(3) 本仕様書に基づく作業に関し、第三者との間に著作権にかかわる権利侵害

の紛争等が生じた場合は、当該紛争の原因が専ら総務省の責めに帰す場合を

除 き、請負者の責任、負担において一切処理すること。この場合、総務省は

かかわる紛争等の事実を知った時は請負者に通知し、必要な範囲で訴訟上の

防衛を請負者にゆだねる等の協力措置を講ずるものとする。 

(4) 請負者は開発等にあたり、第三者の工業所有権又はノウハウ（営業秘密）を

実施又は使用するときは、その実施又は使用に対する一切の責任を負うものと

する。 

(5) 本仕様書に基づく作業及び納入成果物に関し、第三者との間に工業所有

権にかかわる権利侵害の紛争が生じた場合は、当該紛争の原因が専ら総務省

の責めに帰す場合を除き、請負者の責任、負担において一切処理すること。

この場 合、総務省はかかわる紛争等の事実を知った時は、請負者に通知し、

必要な範囲で訴訟上の防衛を請負者にゆだねる等の協力措置を講ずるものと

する。 

 

11 監督及び検査 

(1) 作業の適正な履行を確保するための立会い、指示その他監督及び作業完了

の検査は主管室の職員が行う。 

(2) 検収 

施工検査の合格後、全ての提出物等の受領を確認したときをもって作業完

了とする。 

 

12 作業上の留意点 



（1）作業環境の提供 

本請負業務を実施する上で必要となる局舎建物の一部については、主管課

が無償で使用させるものとし、光熱費も総務省が負担するものとする。なお、

請負者は、これらを本業務以外の目的に使用してはならない。 

（2）作業安全計画 

本件作業を行うに当たり、労働安全衛生法その他関係法規及び総務省の諸

規則を遵守した作業安全計画書を作成し、主管課の承認を得ること。また、

作業安全計画書の内容については、作業員全員に周知徹底を図ること。 

(3) 事故防止 

請負者が機器設定等の作業において、総務省内（四国総合通信局を含む）

の作業場所を使用する場合、主管課に作業（工事）届を提出し、その承諾を

受けなければならない。また、請負者は、常に工事場所を整理・整頓し、安

全に留意して事故の防止に務めるとともに、労働基準法及び労働安全衛生法

を遵守して安全の徹底を図らなければならない。 

(4) 防火管理 

請負者が各搬入場所において、総務省内の作業場所で火気を使用する場合

又は作業に伴い騒音が発生する場合、主管課に火気使用・騒音発生に係る作

業届を提出し、承諾を受けなければならない。 

(5) 災害防止等の措置 

請負者は、災害防止等のため、特に必要と認められるときは、臨機の措置

をとるものとし、その措置模様を速やかに主管課あてに報告すること。 

 

13 その他 

（1）作業員の役割、各作業における責任体制について明記した作業体制・責任

体制図を契約締結後、速やかに主管課あて提出すること。 

（2）作業過程において、機器等に亡失、損傷等の事故が発生した場合は、速やか

に主管課に連絡すること。 

（3）本件請負作業の実施の際、建築設備等に影響やトラブルを与えないこと。  

また、請負者の責任に起因して、正常な業務の提供がなされなかった場合、 

又は既存システムに影響やトラブルを与えた場合については、契約条項上の 

「瑕疵等による債務不履行」に該当するものとする。 
（4）作業内容等の詳細については、主管室の指示によること。 
（5）本仕様書に記載の無い詳細仕様については、契約後別途提示することとす

る。 

（6）契約に関する疑義については、主管室まで照会すること。 
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遠方監視による設備管理項目 
 

設備記号 名  称 状態監視 警報監視 
AHP-1 空冷ヒートポンプユニット ○ ○ 
AHP-2 空冷ヒートポンプユニット ○ ○ 
PCH-1 冷温水二次ポンプ ○ ○ 
TE-1 膨張タンク  ○ 
TF-1 消火充水槽  ○ 
ACC-2-1 空調機（２階系統） ○ ○ 
FR-2-1 送風機（ACC-2-1系統） ○ ○ 
ACC-3-1 空調機（３階北系統） ○ ○ 
FR-3-1 送風機（ACC-3-1系統） ○ ○ 
ACC-3-2 空調機（３階南系統） ○ ○ 
FR-3-2 送風機（ACC-3-2系統） ○ ○ 
ACC-4-1 空調機（４階系統） ○ ○ 
FR-4-1 送風機（ACC-4-1系統） ○ ○ 
EF-1-7 排風機（１階電機室） ○ ○ 
EF-4-7 排風機（４階機械室） ○ ○ 
TW-1 受水槽  満減水  ○ 
 受水槽遮断弁  ○ 
PU-1 給水ポンプユニット ○ ○ 
PU-2 給水ポンプユニット ○ ○ 
PFU-1 消火ポンプユニット  ○ 
PWP-1 加圧ポンプシスターン ○ ○ 
 雨水濾過装置一括故障  ○ 
 ＰＡＣ一括警報  ○ 
 室内温度（情報処理室）  ○ 
 室内温度（サーバー室）  ○ 
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スマートスクリーン

ユニット 保 守 項 目 

標 準 

点検周期 

１ＭＣＵ （１）バックアップバッテリーの確認

①バックアップバッテリー放電電圧測定

②バックアップバッテリー外観点検

③バックアップバッテリー定期交換

（２）電源電圧、リップルの測定、調整

（３）各部のクリーンアップ

（４）インジケータ表示の確認

（５）ケーブル、コネクタ類の装着状態確認

（６）各端子の締付確認

（７）液晶ディスプレイ、タッチパネル設定の確認、

調整

①コントラストの調整

②タッチパネル動作確認、調整

（８）システム基本機能の確認

１ 年 

１ 年 

5年（不要） 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

２プリンタユニ

ット 

プリンタユニットの点検 

①ケ－ブル，コネクタ類の装着状態確認

②印字濃度の確認，調整

③テスト印字による印字品質確認

④内部の異物，ほこり，汚れ除去，クリ－ンアップ

１ 年 

１ 年 

１ 年 

１ 年 

管理計器 

機 種 保 守 項 目 備 考 

１挿入形ＣＯ２ 

濃度調節器 

(形 CY8000C) 

(１) 外観、内観および取付け状態の確認

(２) 本体のクリーンアップ

(３) 端子・ねじ部のゆるみの確認

(４) ＣＯ２ゼロガスによるゼロ点調整

(５) 作動状態の確認

総合点検 



電子式制御機器 

 
 

機 種 

 

保 守 項 目 

 

備 考 

１検出器 

発信器 
（１）外観目視点検および取付け状態の確認 

（２）外観のクリーンアップ 

（３）配線端子のゆるみ点検および増締 

（４）計測器による実測値との校正および補正 

（５）検出器または発信器・調節計・操作部等関連

部とのループ作動点検調整 

（６）実制御における制御状態での点検・確認・調

整 

 

２変換器 （１）外観目視点検および取付け状態の確認 

（２）じんあいの除去 

（３）配線端子のゆるみ点検および増締 

（４）電源・電圧の点検 

（５）標準試験器によるゼロ・スパン調整 

（６）各設定に対する出力信号の点検・調整 

（７）検出器または発信器・調節計・操作部等関連

部とのループ作動点検調整 

（８）実制御における制御状態での点検・確認・調

整 

 

３操作器 （１）外観目視点検および取付け状態の確認 

（２）じんあいの除去 

（３）リンケージ組付状態の確認およびストローク

調整・回転角度の調整 

（４）モータの回転作動・回転角度の点検 

（５）ポテンショメータ接触点の清掃および点検 

（６）検出器または発信器・調節計・操作部等関連

部とのループ作動点検調整 

（７）実制御における制御状態での点検・確認・調

整 
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制御動作点検 

 
 

対 象 系 統 

 

保 守 項 目 

 

使用計測点 

標準 

点検

周期 

１送水圧力制御 吐出圧によりインバータの比例制御及びポ
ンプバイパス弁の比例制御の確認 
 

①実制御状態における制御の安定性の確認 

②適正な制御パラメータへの補正 

③機器の動作確認 

吐出圧力 2 回/ 

年 

２空調制御 

・２階系統 

・３階北系統 

・３階南系統 

・４階系統 

室内温度制御状態の点検・確認 
 

①実制御状態における制御精度の確認 

②実制御状態における制御の安定性の確認 

③適正な制御パラメータへの補正 

④機器の動作確認 

⑤ＶＡＶ動作確認 

空調機状態 

室内温度 

室内温度設定 

弁開度ＶＡ

Ｖ動作 

2 回/ 

年 



設備種別等 機材名 製造者名 製造者型番

空気調和設備 AHP-1　空冷式熱源機 東芝キャリア(株) RUA-SP243HK1

AHP-2　空冷式熱源機 東芝キャリア(株) RUA-SP243HK1

PCH-1　冷温水ポンプ (株)荏原製作所 65x50FS4H62.2E

PWP-1　加圧ポンプシスターン (株)荏原製作所 20HPE0.15S

HCHS/HCSR　冷温水ヘッダー ホーコス(株)

ACC-2-1　コンパクト形空気調和機 クボタ空調(株) EI-125DT

ACC-3-1　コンパクト形空気調和機 クボタ空調(株) EI-100DT

ACC-3-2　コンパクト形空気調和機 クボタ空調(株) EI-75DT

ACC-4-1　コンパクト形空気調和機 クボタ空調(株) EI-100DT

AC-1　パッケージ形空気調和機 ダイキン工業(株) SZRMM80BBT

AC-2　パッケージ形空気調和機 ダイキン工業(株) SZZMH280CG

AC-3　パッケージ形空気調和機 ダイキン工業(株) SZRMM160BB

AC-4　パッケージ形空気調和機 ダイキン工業(株) SZZMH224CG

AC-5　パッケージ形空気調和機 ダイキン工業(株) SZRA40BBV

ACP-1　マルチパッケージ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) RXYP224DAR

ACP-2　マルチパッケージ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) RXYP560DAR

ACP-4　マルチパッケージ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) RXYP140DAR

ACP-1-1(CK-1)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYKP22C

ACP-1-2(CK-2)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYCP22MC

ACP-1-3(CK-2)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYCP22MC

ACP-1-4(CK-2)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYCP22MC

ACP-1-5(CK-2)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYCP22MC

ACP-1-6(CK-2)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYCP22MC

ACP-1-7(CK-4)　ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機（室外機） ダイキン工業(株) FXYFP71MJ

OACP-2-1　加熱加湿付外気処理ユニット ダイキン工業(株) VXMP50HM

OACP-2-2　加熱加湿付外気処理ユニット ダイキン工業(株) VXMP100HM

OACP-4-1　加熱加湿付外気処理ユニット ダイキン工業(株) VXMP80HM

HEU-1-1　気調換気扇 パナソニック(株) FY-16ZBS3/6W

HEU-1-2　気調換気扇 パナソニック(株) FY-16ZBS3/6W

HEU-1-3　気調換気扇 パナソニック(株) FY-16ZBS3/6W

HEU-1-4　気調換気扇 パナソニック(株) FY-15ZBK3/6W

HEU-1-5　気調換気扇 パナソニック(株) FY-15ZBKS3/6W

空調設備
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空気調和設備 FE-1-1　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCF3

FE-1-2　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-1-5　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-25SCS3

FE-1-6　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-20SCS3

FE-1-8　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-20SCS3

FE-1-12　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCS3

FE-2-1　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-20SCF3

FE-2-2　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-2-4　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCF3

FE-2-5　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCS3

FE-2-6　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCS3

FE-3-1　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-20SCS3

FE-3-3　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-3-4　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-4-1　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18SCS3

FE-4-2　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-12SCS3

FE-4-3　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-4-4　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18DCS3

FE-4-5　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-18DS3

FE-4-8　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-4-9　消音形キャビネットファン パナソニック(株) FY-15SCS3

FE-1-3　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-27C7

FE-1-4　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-32C7

FE-1-9　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-27C7

FE-1-10　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-17C8

FE-1-11　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-32C7

FE-1-13　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-27C7

FE-2-7　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-27C7

FE-3-2　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-24C8

FE-3-5　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-17C8

FE-4-6　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-24C8

FE-4-10　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-24C8

FE-4-EPS　換気扇(天井埋込形) パナソニック(株) FY-27C7

FE-1-7　換気扇(壁取付形) パナソニック(株) FY-50GTV3

FE-4-7　換気扇(壁取付形) パナソニック(株) FY-35GTV3



空気調和設備 FR-2-1　消音ボックス付送風機 (株)荏原製作所 3SRMU4

FR-3-1　消音ボックス付送風機 (株)荏原製作所 2　1/2SRMU4

FR-3-2　消音ボックス付送風機 (株)荏原製作所 2SRMU4

FR-4-1　消音ボックス付送風機 (株)荏原製作所 2　1/2SRMU4

VD/CD/FD等ダンパー 空研工業(株)

VAV-2-1-1　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-0504-100

VAV-2-1-2　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-2-1-3　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-350-100

VAV-2-1-4　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-150-100

VAV-2-1-7　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-2-1-8　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-2-1-9　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-3-1-1　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-0404-100

VAV-3-1-2　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-3-1-3　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-3-1-4　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-3-1-5　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-3-1-6　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-3-1-7　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-150-100

VAV-3-2-1　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-3-2-2　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-3-2-3　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-3-2-4　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-3-2-5　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-4-1-1　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-0404-100

VAV-4-1-2　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-4-1-3　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-4-1-4　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

VAV-4-1-5　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-300-100

VAV-4-1-6　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-4-1-7　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-200-100

VAV-4-1-8　定風量ユニット 空研工業(株) VAE-250-100

HS/VHS/CL等　制気口 空研工業(株)



 

 
１ 目的 

別添 

情報保護・管理要領 

本契約に係る作業において取り扱う各種情報について、適正な保護・管理方策

について明確にすることを目的とする。 

 

２ 適用範囲 

本契約に係る作業で取り扱う主管室が交付又は使用を許可した全ての情報（電

子データ、印刷された情報を含む）を対象とする。 

 

３ 本契約を請け負った者が遵守すべき事項 

請負者は、本契約の履行に関して、以下の項目を全て遵守すること。 

(1) 作業開始前の遵守事項 

請負者は以下のアからオまでの各項目に定める事項を定め、その結果を取り

まとめた「情報管理計画書」を作成し、主管室の承認を受けること。 

ア 情報取扱者等の指定 

「適用範囲」に定める情報を取り扱う者（以下、「情報取扱者」という。） 

を指定すること。また、情報取扱者のうち、情報取扱者を統括する立場にあ

る者一名を情報取扱責任者として指定すること。なお、情報取扱者及び情報

取扱責任者（以下、「情報取扱者等」という。）は、守秘義務等の情報の取り

扱いに関する社内教育又はこれに準ずる講習等（以下、「社内情報セキュリテ

ィ教育」という。）を受講した者とすること。 

なお、「情報管理計画書」には、上記に従って指定した情報取扱者等の所属、

役職、氏名、及び社内情報セキュリティ教育の受講状況を明記すること。 

イ 情報取扱者等への教育・周知の計画策定 

情報取扱者等を対象に実施する本契約での各情報の取り扱いや漏えい防止

等の教育・周知に関する計画を策定すること。 

ウ 情報の取り扱いに関する計画策定 

本契約の情報の取り扱いに関し、情報の保存、運搬、複製及び破棄におい

て実施する措置を庁舎に係るセキュリティ確保の観点から定めること。 

エ 庁舎に係るセキュリティが侵害された又はそのおそれがある場合の対処手

順等の策定 

本契約に係る業務の遂行において、庁舎に係るセキュリティが担保できな

くなった又はそのおそれがある場合に備え、事前に連絡体制を整備し、主管

室に提示すること。 

(2) 請負作業中における遵守事項 

ア 「情報管理計画書」に基づく情報セキュリティ確保 

「情報管理計画書」に記載した、情報取扱者等への教育・周知、情報の取

り扱い及び作業場所等の情報セキュリティ確保のための措置を実施すること。 



イ 「情報管理簿」の作成 

主管室から貸与を受けた各種ドキュメント、電子データ類又は本契約に係

る作業を実施するに当たり作成されたドキュメント、電子データについて、

授受方法、保管場所、保管方法、作業場所、使用目的等を含む取扱方法を明

確にするため、「情報管理簿」を作成すること。 

ウ 「情報管理計画書」の変更に関する報告 

本契約に基づく請負作業中に、作業開始前に提出した「情報管理計画書」

の内容と異なる措置を実施する場合は、以下の手続きを行うこと。 

(ｱ) 情報取扱者等の異動を行う場合は、事前にその旨を主管室に報告し承認

を得ること。また、承認された異動の内容を記録し保存すること。 

(ｲ) 「情報管理計画書」に記載した情報取扱者等に対する教育・周知の計画

を変更する場合は、当該個所を変更した「情報管理計画書」を主管室に提

出し承認を得ること。 

(ｳ) 「情報管理計画書」に記載した情報の取り扱いに関する計画又は作業場

所等のセキュリティ確保のための措置を変更する場合は、当該箇所を変更

した「情報管理計画書」を主管室に提出し、承認を得ること。 

(ｴ) 一時的に、「情報管理計画書」に記載した情報の取り扱いに関する計画又は

作業場所等のセキュリティ確保のための措置とは異なる措置を実施する場合は、

原則として事前にその旨を主管室に報告し、承認を得ること。 

エ 作業場所の監査の受け入れ 

四国総合通信局以外の作業場所において本契約に係る作業を行っている場

合に、請負者が「情報管理計画書」に記載した作業場所等の庁舎に係るセキ

ュリティ確保のため措置が実施されていることを監査する旨申し出たとき 

は、これを受け入れること。 

オ 庁舎に係る情報のセキュリティ対策の履行が不十分であった場合の対応 

本契約に係る作業における情報セキュリティ対策の履行が不十分であると 

主管課が判断した場合、主管室と協議の上、必要な是正措置を講じること。

また、是正措置の内容を「情報管理計画書」に反映させること。 

(3) 請負作業完了時の遵守事項（情報返却等処理） 

ア 本契約に係る作業完了時に上記（２）イで作成した「情報管理簿」に記載

されている全ての情報について、返却、消去、廃棄等の処理を行うこと。 

なお、その処理について方法、日時、場所、立会人、作業責任者等の事項

を網羅した「情報返却等計画書」を事前に主管室に提出し、承認を得るこ 

と。 

イ 処理の終了後、その結果を記載した「情報管理簿」を主管室に提出するこ

と。 
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